
第５学年 算数科学習指導案

日 時 平成１８年９月１５日（金）５校時

場 所 上平沢小学校５年生教室

児 童 男子９名 女子１１名 計２０名

指導者 教 諭 寺 牛 幸 治

１ 単元名 小数のかけ算 （東京書籍）

２ 単元の目標

乗数が小数の場合の乗法の意味とその計算のしかたについて理解し、それを用いる能力を高め

る。また、計算法則は数範囲が小数の場合でも成り立つことを理解する。

〔関心・意欲・態度〕 ・ 乗数が小数の場合でも、既習の整数の場合の数量関係などをもと

にして、乗法の式に表そうとする。

〔数学的な考え方〕 ・ 整数の乗法計算と関連づけて、乗数が小数の乗法計算のしかたを

考える。

〔 表現・処理 〕 ・ 乗数が小数の乗法計算をすることができる。

〔 知識・理解 〕 ・ 乗数が小数の乗法の意味やその計算のしかたを理解する。

３ 単元について

(１)単元の内容

第５学年の算数科「数と計算」に関わる目標は 「小数及び分数の意味や表し方について理、

解を深める 「小数の乗法及び除法の意味について理解し、それらの計算のしかたを考え、。」

適切に用いることができるようにするとともに、分数の加法及び減法の意味について理解し、

それらの計算のしかたを考え、用いることができるようにする 」である。。

小数については、第４学年で の位の範囲でしくみや加減計算について学習している。そ

して、第５学年第１単元で小数の意味を の位まで拡張し、小数が整数と同じ十進数である

ことを扱っている。また、小数の乗法については、第２単元で小数×整数の意味と計算まで学

習している。

これまでの乗法は、被乗数が小数の場合であっても、すべて「×整数」であった。乗数が整

数であると、その意味は同数累加ととらえることができた。ところが、乗数が小数の場合は、

その考え方は適用できない。本単元では 「×小数」の意味（乗法の意味の拡張）と、その計、

算方法を理解させることをねらいとする。

(２)児童の実態

学習に対する知識欲は高く、真面目に授業に参加できる児童が多い。しかし、意欲が積極性

となかなか結びつかず、授業中に挙手をしての発言が少なく、反応も弱い。それぞれの考えを

発表し合う活動を多く取り入れ、より深い学習、たのしい学習へとつなげていきたい。

本単元に関わるレディネステストの結果は次のとおりである。

①小数×整数の計算 正答率９０％

②式が小数×整数になる文章問題の立式 正答率８５％

計算に関しては、小数点の付け忘れや、九九のミスによる誤答だった。立式については、乗

数と被乗数の逆転が多く、乗法の意味理解が十分でない児童が数名いることが分かる。乗数が

小数の場合は、それを１０倍、１００倍…して整数として考え、積を 、 にしてもどし

してやればよいという事を理解した上で筆算ができている児童は半数程度であり、乗数が小数

になる本単元の計算は、だいぶ戸惑うことが予想される。
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(３)指導の構想

全体構想

乗数が小数の場合は、それを 倍、 倍、…することで整数化し10 100
て計算した積を …して考えれば、既習の方法を利用して計算、

できることを、数直線図や図に表す活動などをとおして理解し、みん

なでわかり合う授業

×
操作活動について

・ テープ図や数直線図を使って、数量関係をとらえさせる。 （作業的操作）

・ 「かける数 「かけられる数 「積」などの適切な用語を使って、自分の考え」 」

を言葉で表現させる。 （言語的操作）

・ 児童から出た考え方を筆算に対応させながら、計算原理の意味理解を図る。

（ 、 ）視覚的操作 抽象的操作

・ 倍の考え方については、テープ図と数直線図を使って考えさせる。

（ 、 ）半具体的操作 視覚的操作

×
児童の実態

・ 式を立てるのは簡単だけど、これでいいのかな。

・ 小数をかけるってどういうことだろう。

・ かけられる数が小数のかけ算の考え方を、使えないかな。

・ 筆算でもできそうだけど、小数点はどうすればいいのかな。

・ かけ算の答えが、もとの数より小さいなんて、おかしいぞ。

・ 言葉で説明するのは難しい。

・ １より小さい数の倍もあるんだ。

４ 関連と発展

第４学年 第５学年 第６学年

⑥小数 ①小数と整数のしくみ ⑥分数のかけ算とわり算()1

③わり算の筆算() ②小数のかけ算とわり算 ⑦分数のかけ算とわり算()1 2

⑨わり算の筆算() ⑦小数のかけ算2

⑬面積のはかり方と表し方 ⑧小数のわり算
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５ 指導計画（１４時間扱い）

小

単 時 目 標 学 習 活 動 評 価 規 準

元

・ 小数をかけること ・ 立式を考える。 考）既習の整数×整数、小数

の意味と、整数×小 ・ × の計算のしかたを ×整数などに関連づけて、90 2.6
１ 数の計算のしかたを 考える。 整数×小数 の位まで）（

・ 理解する。 ・ × の計算のしかたを の計算のしかたを考えてい90 2.6
２ まとめる。 る。

知）小数をかけることの意味

を理解している。

小 ・ 小数どうしの乗法 ・ 立式を考える。 考）乗法の性質を用いて整数

とその筆算のしかた ・ × の計算のしかたを の計算に帰着させ、 の位2.3 2.8
を理解し、その計算 考える。 までの小数どうしをかける

。数 ３ ができる。 ・ 小数どうしをかける筆算の 計算のしかたを考えている

・ ・ 小数どうしをかけ しかたをまとめる。 表） の位までの小数どうし

４ る計算（末尾の０を ・ × 、 × の筆算 をかける筆算（末尾の０を4.2 7.5 0.4 2.3
の 処理したり、０を補 のしかたを考える。 処理したり、０を補う場合

う場合）ができる。 ・ 計算練習をする。 を含む）ができる。

知）小数×小数の筆算のしか

か たを理解している。

・ 純小数をかけると ・ × と × の計算 考）数直線上の乗数の大きさ、 80 1.8 80 0.8
積は被乗数より小さ をして、積と被乗数の大きさ と関連づけて、被乗数と積

け ５ くなることを理解す を比べる。 の大小関係について考えて

る。 ・ 純小数をかけると積が被乗 いる。

数より小さくなることをまと 知）純小数をかけると、積が

算 める。 被乗数より小さくなること

を理解している。

・ 純小数どうしをか ・ × の筆算のしかたを 知）純小数どうしの筆算のし0.2 0.3
ける筆算のしかたを 考える。 かたを理解している。

６ 理解し、その計算が ・ 純小数どうしの筆算のしか

できる。 たをまとめる。

・ これまでの学習の ・計算練習をする。

習熟を図る。

・ 長方形の辺の長さ ・ 縦 ㎝、横 ㎝の長方形 知）長方形の辺の長さが小数2.3 3.6
が小数の場合も面積 の面積の求め方を考える。 の場合でも、面積公式を適

７ 公式が適用できるこ ・ 長方形の中に、１辺が１㎜ 用して面積を求められるこ

とを理解する。 の正方形が何個あるかを調べ とを理解している。

てから、 × の計算で求2.3 3.6
める。

・ 小数の場合でも、 ・ ■×●＝●×■ （■×●） 知）小数の場合でも、交換、、

交換、結合、分配法 ×▲＝■×（●×▲ （■＋ 結合、分配法則が成り立つ）、

８ 則が成り立つことを ●）×▲＝■×▲＋●×▲の ことを理解している。

理解する。 式に小数をあてはめて、式が

成り立つか調べる。

「 ） 、・ 学習内容を確実に ・ 力をつけよう」に取り組む。 表 学習内容を正しく用いて

９ 身につける。 問題を解決することができ

る。
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・ 小数倍の意味の理 ・ 、 は、 の何倍か 考）小数倍の意味を数直線図12m 4m 5m
解を深める。 を考える。 を用いて説明することがで

小 ・ 基準量、比較量はどれかと きる。

数 １ らえて立式する。 知）倍を表す数が純小数にな

の ・ 純小数倍について知る。 る場合があることを理解し

倍 ・ 小数倍のときも、比較量÷ ている。

と 基準量で求められることをま

か とめる。

け ・ 倍を表す数が小数 ・ ｍの 倍、 倍の長さ 考）倍を表す数が小数の場合5 3.5 0.6
算 のときも、比較量は の求め方を考える。 でも、小数倍にあたる大き

２ 基準量×何倍で求め ・ 小数倍の場合でも比較量を さを求めるには、整数の場

られることを理解す 求めるには乗法を使うことを 合をもとに考えている。

る。 まとめる。

１ ・ 学習内容の理解を ・ たしかめよう に取り組む 知）基本的な学習内容につい「 」 。

ま 確認する。 て理解している。

と ２ ・ 学習内容の理解を ・ 「小数のかけ算をきわめよ 考）被乗数や乗数が に、

め ・ 深める。 う！」に取り組む。 なったときの積を、既習内

３ 容を利用して考えている。

６ 本時の指導

（１）ねらい

純小数をかけると、積が被乗数より小さくなることに気づき、それを説明することがで

きる。

（２）展開

学 習 活 動 予想される児童の反応 ・留意点 ◎評価 →個への支援段階

１ 問題把握 ・ 習っている問題だ。 ・ の問題は既習事項であ1.8m
・ × で求められる。 ることを確認し、短時間で終わ１ｍのねだんが８０円のリボ 80 1.8
・ 買うリボンの長さが、１ らせる。ンがあります。

つ ｍより短いな。 ・ 「求めること 「わかっていこのリボン ｍの代金はい1.8 」

・ 式は × でよさそ ること」を確かめながら、既習くらですか。 80 0.8
か うだ。 問題との意味の違いに着目させ１ｍのねだんが８０円のリボ

・ × ＝ 円 たい。ンがあります。 80 1.8 144 144
む ・ × ＝ 円 ・ の問題での立式は、既このリボン ｍの代金はい0.8 80 0.8 64 64 0.8m

・ かける数が１より小さい 習問題と同様に考えればできそくらですか。

・ 本時の学習の考え方を かけ算だ。 うなことを確かめる。

確認する。 ・ 計算はできそうだけど、 ・ 他の既習問題にも着目させな

何かちがいがあるのかな。 がら、乗数が１より小さいのが

初めてであることに気づかせた

２ 課題把握 ・ かけられる数と積との関 い。

１より小さい数をかける 係を考えればいいんだ。 ・ フラッシュカードで問題を類

と、今までのかけ算と、ど 型化しながら、本時の課題をつ12
分 んなちがいがあるのだろう かませる。。

見 ３ 学習の見通し ・ かけられる数より、積は ・ これまで利用してきたテープ

通 ・ 課題に対する予想をた 小さくなるみたいだ。 図と数直線図を利用して、大き

す てる。 ・ かけ算なのに答えが小さ さの関係を分かりやすくまとめ

くなるなんて変だ。 ていくことを確認する。

３ ・ 解決の手だてを考える ・ テープ図や数直線図に表。

分 して考えよう。
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「挑戦するたのしさ」４ 自力解決

・ テープ図と数直線を書 (円)0 64 80 144
さ く。 （作業的操作） ◎ 自分が考えた方法により、被

乗数と積の大小関係について考

() えているか。 （考）0 0.8 1 1.8 2 m
ぐ ・ 数直線図を書く。 → 戸惑っている児童を集めて、

(円) 共同でテープ図と数直線図を作0 64 80 144
（作業的操作） って考えることを支援する。

る

()0 0.8 1 1.8 2 m
・ 円より安くなってい80
る。10

。分 ・ やっぱり より少ない80
「友達に紹介するたのしさ」５ 学び合い

・ 自分の方法を発表する ・ テープ図と数直線で。。

深 （言語的操作） ・ 数直線図で。 ・ 黒板に提示しながら、友達に

（視覚的操作） ・ 図でみてわかるように、 わかりやすく説明できるように

め の代金は、確かに 支援する。0.8m 64
円で、 円より安くなっ80

「わかるたのしさ」る ６ 中間まとめ ている。

・ いままでのかけ算では答

１より小さい数をかける えがかけられる数より大き ・ 乗数が１より小さい別の数で

と、答えはもとの数の８０ くなっていたけれど、今日 も同じ結果になるかを確かめる

より小さくなる。 のように小さくなることも ことで だけではなく １10 0.8、「 」 「

分 あるんだ。 より小さい数 を意識づける。」

「挑戦するたのしさ」７ 練習問題

「説明できるたのしさ」広 ① × ・ やっぱりかけられる数が90 0.2
② × 変わっても、かける数が１ ・ 自分の考えを口頭で表現して70 0.4
③ × より小さいと、積はかけら みることを促す。83 0.7

げ ④ × れる数より小さくなるぞ。 ◎ 乗数が１より小さいときの、9.3 0.3
・ 今日の学習でわかったこ 被乗数と積との関係を、自分な

とを言葉でまとめる。 りに説明することができたか。

る 言語的操作 （知）（ ）

→ 「１より小さい数 「積 「か」 」

けられる数」という言葉がキー

７ ワードであることを確かめて、

分 教師と一緒に考える。

ま ８ 本時のまとめ

と １より小さい数をかける

め と、その積はかけられる数

る より小さくなります。

３ ９ 次時の予告

分


